
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホーム八戸グリーンハイツ 

令和７年３月２５日 

毎
年
、
み
な
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
え
ん
ぶ
り
。
「
去
年
も
見
た

よ
ね
！
」「
今
年
も
見
れ
る
の
？
」「
い

つ
来
る
の
？
」
と
大
久
保
え
ん
ぶ
り
組

の
来
訪
を
待
ち
わ
び
ま
し
た
。 

そ
し
て
当
日
。
太
夫
の
す
り
、
子
ど
も

た
ち
の
舞
に
感
動
し
涙
ぐ
ん
だ
り
、
お

は
や
し
に
手
拍
子
を
し
た
り
、
舞
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
・
・ 

一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

わ
が
家
で
は
、
毎
月
思
い
出
の
会
で
、
子
ど
も
の

頃
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。
二
月
は
建

国
記
念
の
日
（
紀
元
節
）
、
天
皇
誕
生
日
（
天
長

節
）
の
祝
日
が
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
で
話
を
し
て

み
ま
し
た
。「
袴
を
は
い
て
、
学
校
さ
行
っ
た
べ
」

「
校
長
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
帳
面
も
ら
っ
て
帰

っ
た
」
「
祝
日
は
旗
出
し
て
ね
。
父
親
が
や
っ
て

た
」
な
ど
、
多
く
の
発
言
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
そ
の
日
に
学
校
へ
行
く
こ
と
も
な

く
、
貴
重
な
お
話
か
ら
昭
和
の
時
代
を
知
る
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
体
験
や
思
い
出
が
蘇

り
、
互
い
に
交
流
を
深
め
た
り
、
脳
の
健
康
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
テ
ー
マ
で
、

楽
し
く
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

鬼は外！福は内！ 

ひなまつりはちらし寿司でお祝い♡ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
春彼岸が過ぎ、桜の開花が待ち遠しい季節となりました。「暖かくなったら、散歩やドライ

ブに出掛けよう！」と、毎日ラジオ体操や転倒予防体操を続けています。1日 1日を大切に

過ごし、たくさんの笑顔の花を咲かせていきたいと思います。 

“最期まで自分らしく生きる”ことは誰もが願うことです。それ

は認知症高齢者にとっても同じこと。わが家では、一人ひとりが

どのような価値観を持って過ごしてきたか、これまでの人生を振

り返り、将来受ける医療やケアについて一緒に考える場を大切に

しています。聴くことをあきらめたり、決めつけたりせず、「タイ

ミングよく」「丁寧に」「コツコツと」語り合い、その人の願いや

思いを表した言葉を紡いでいます。『人生の木』を描きながら、あ

らためて一人一人の人生の重みを感じています。その方の『大切

にしたいこと』を理解し、願いや希望を暮らしに生かしていきた

いと思います。 

東日本大震災から 14 年になりました。近年、地震・津波だけでなく様々な災害が各

地で起こっており、決して他人ごとではありません。わが家でも改めて環境の見直し

や避難経路の確認、持ち出用品のチェックなどを行いました。また、避難した後のこ

とも想定し、備えておけることはないかさらに検討を重ねていきたいと思います。 


